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1．検討目的

　大間原子力発電所敷地及び原子炉施設設置位置付近の地質・地

質構造及び原子炉建屋基礎地盤の工学的特性を把握するため，申

　請者が実施した調査方法，調査内容及び調査結果の妥当性につい

て検討を行う。
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2．内容

　　申請者は，大間原子力発電所の敷地及び原子炉施設設置位置付

　近において，以下のとおり地表地質調査，地表弾性波探査，ボー

　リング調査，試掘坑調査，トレンチ調査，重力探査等を実施して

　いる。

2．1地表地質調査

　敷地の地質及び地質構造を把握するため，地表地質調査を実施し

　ている。また，文献調査，地形調査，ボーリング調査，試掘坑調査，

　トレンチ調査，重力探査等の調査結果と併せて，原縮尺5，000分の

　1の地質図を作成して地質及び地質構造の検討を行っている。

2．2　地表弾性波探査

　敷地の地質及び地質構造を把握するため，地表弾性波探査を実施

　している。地表弾性波探査は，発破によって発振し，測線上に5m

　間隔で受振器を設置して実施している。

　解析は，8測線，延長約8，120mについて実施し，各受振記録か

　ら走時曲線を作成して，敷地地盤の縦波（P波）の伝播速度を求め

ている。探査測線を図一1に示す。

2．3ボーリング調査

2．3．1敷地の調査

　　敷地及び原子炉施設設置位置の地質及び地質構造について，資

　　料を直接得るとともに，原子炉施設の基本配置を地質学的及び工

　　学的見地から検討するため，図一1に示す位置でボーリングによ
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　　る調査を実施している。

　　　ボーリング調査は，原則として50m～200m間隔の格子の交点

　　において実施し，地質構造をより詳細に把握するために，それよ

　　りも短い間隔においても実施している。

　　　地質構造の解析に用いたボーリングの孔数は252孔，掘削総延

　　長は約39，190mである。このうち炉心ボーリングは5孔である。

　　　ボーリングは，ロータリ型ボーリングマシンを使用し，主とし

　　て掘削孔径116mm及び66mmのオールコアで掘削を行って

　　いる。

　　採取したボーリングコアについては詳細な観察を行い，地質柱

　　状図を作成するとともに，地質構造を詳細に把握するため，一部

　　のボーリング孔ではボアホールテレビ等による調査を行い，試掘

　　坑調査等の結果と併せて原縮尺5，000分の1の地質断面図を作

　　成し，敷地の地質及び地質構造を検討している。

2．3．2原子炉施設設置位置付近の調査

　　原子炉建屋基礎地盤の地質及び地質構造を把握するための資

　　料を得るとともに，岩石試験供試体の採取及びボーリング孔を利

　　用しての原位置試験を実施するために炉心ボーリング調査を実

　　施している。

　　炉心ボーリング調査は，図一2に示すように原子炉建屋設置位

　　置に5孔，掘削総延長約1，740mを実施し，掘削深度は原子炉建

　　屋基礎底面下約290m～約430mである。ボーリングは，ロー

　　タリ型ボーリングマシンを使用し，掘削孔径116mmのオール

　　コアで掘削している。

　　採取したボーリングコアについては詳細な観察を行い，原縮尺
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100分の1の地質柱状図を作成している。

　また，試掘坑調査結果等と併せて原縮尺1，000分の1の地質水

平断面図及び地質鉛直断面図を作成し，原子炉建屋設置位置付近

の地質及び地質構造について検討を行っている。

　さらに，申請者は燃料補助建屋についても同様にボーリング3

孔，掘削総延長525田を実施し，当該建屋基礎地盤の調査を行っ

ている。

2．4試掘坑調査

2．4．1敷地の調査

　　地表地質調査，ボーリング調査等によって得られた敷地及び原

　　子炉建屋設置位置付近の地質及び地質構造を直接確認するため，

　　図一1に示す位置で試掘坑による調査を実施している。

2．4．2原子炉施設設置位置付近の調査

　　ボーリング調査によって得られた原子炉建屋設置位置付近の

　　地質及び地質構造を直接確認するとともに，原子炉建屋基礎地盤

　　の工学的性質を詳細に把握するために試掘坑調査を行っている。

　　試掘坑は，図一2に示す配置で，原子炉建屋基礎底面付近のT．P．

　　一13．1mにおいて掘削している。

　　　さらに原子炉建屋設置位置付近に，地質観察のための補足調査

　　坑及び岩盤試験を実施するための試験坑を掘削している。それら

　　の総延長は約1，520mである。

　　試掘坑において，地質分布，岩種，岩相，割れ目の状態等を直

　接観察し，原縮尺100分の1の試掘坑地質展開図を作成している。

　　また，試掘坑内等において，岩盤試験を実施し，原子炉建屋基
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　　礎地盤の工学的性質を把握している。

2．5トレンチ調査

　　ボーリング調査及び試掘坑調査で認められた断層及びシームの

性状を確認するため，トレンチ調査を実施している。調査位置を

　図一1及び図一2に示す。

2．6地下水位調査

　基礎地盤の地下水位の状況を把握するため，ボーリング孔を利用

　して地下水位を測定している。
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　調査結果

．1敷地の地形

　敷地は，青森県下北郡大間町の西側海岸に面しており，なだらかな

台地と海岸沿いの低地とから成っている。台地には，標高約10m～

約40mの問に3段の海岸段丘が認められる。敷地の地形面区分図を

図一3に示す。

　空中写真判読によると，敷地には地すべり地形及び断層の活動を

示唆するリニアメントは認められない。

　なお，活断層研究会（1991）（1）等によれば，敷地には活断層は図示

されていない。

3．2　敷地の地質’

　　地表地質調査，ボーリング調査，試掘坑調査等により作成した敷

　地の地質図を図一4に，地質断面図を図一5に，地質層序表を表一1及

　び表一2に示す。

　敷地の地質は，下位より新第三系中新統の大間層及び易国間層，

新第三系鮮新統の大畑層並びにこれらを覆う第四系より構成される。

　また，大間層にはデイサイト及び玄武岩が貫入している。

3．2．1大間層

　　大問層は，堆積岩と火山砕屑岩とから成る。堆積岩は暗緑灰色

　又は灰黒色を呈するシルト岩であり，火山砕屑岩は灰白色から淡

　緑灰色の酸性凝灰岩（粒径は主に1／16mm～2mm），主として

　　白色の軽石片（粒径は主に2mm～64mm）から成る軽石凝灰岩

　等で構成される。

　　大間層の下部では酸性凝灰岩及び軽石凝灰岩の割合が多く，上
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　　部ではシルト岩が卓越する。酸性凝灰岩のうち，いくつかの層準

　　には粘土質の薄層（以下「シーム」という。）が挟まれる。

　　大間層は，敷地全域の地表面下約30m以深～約180m以深に広

　　く分布する。

3．2．2易国間層

　　易国間層は，主として安山岩溶岩と火山砕屑岩とから成る下部

　　層と火山砕屑岩のみから成る上部層より構成される。

　　易国問層下部層は安山岩溶岩，安山岩質の火山砕屑岩及びシル

　　ト岩から成る。安山岩溶岩と火山砕屑岩とは繰り返して堆積して

　　いる。

　　安山岩溶岩は，塊状の部分と角礫状の部分とから成り，塊状の

　溶岩は上位に角礫状の溶岩を伴うことが多い。塊状の溶岩は灰色

　から暗灰色又は褐灰色を呈し，斑晶として斜長石と単斜輝石とを

　含む。角礫状の溶岩は塊状の溶岩と同質の角礫と基質とから成り，

　角礫は黒色，基質は主として暗黄灰色を呈する。

　　火山砕屑岩は，暗灰色から暗黄灰色を呈する暗灰色火山礫凝

　灰岩（粒径は主に2mm～64mm），灰色から暗灰色を呈する粗

　粒凝灰岩（粒径は主に1／16mm～2mm）及び主として黄灰色

　から暗緑灰色を呈する細粒凝灰岩（粒径は主に1／16mm以下）

　から成る。細粒凝灰岩のうち，いくつかの層準にはシームが挟ま

　れる。

　　易国間層下部層は敷地の北部を除く，ほぼ全域の地表付近から

　地表面下約180mに広く分布し，大間層を整合に覆う。

　　易国間層上部層は，安山岩質の火山砕屑岩のみから成り，淡灰

　色火山礫凝灰岩，凝灰角礫岩等より構成される。
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　　淡灰色火山礫凝灰岩は灰黒色を呈する角礫（粒径は主に2mm

　　～64mm）と淡黄灰色の基質とから成り，全体として淡灰色を呈

　　する。

　　凝灰角礫岩は，灰黒色から黒褐色を呈する角礫（粒径は主に64

　　mm以上）と暗灰色の基質とから成る。

　　易国問層上部層は敷地の北部を除く，ほぼ全域の地表付近から

　　地表面下約70mに広く分布し，易国間層下部層を整合に覆う。

3．2．3大畑層

　　大畑層は，主として凝灰質礫岩から成り，一部にデイサイト質

　　の凝灰角礫岩，デイサイト溶岩等を挟む。

　　凝灰質礫岩は，粒径数c　m以上の亜円礫と粒径2mm以下の基

　　質とから成り，淡褐灰色を呈する。また，基質には高温型石英の結

　　晶が含まれる。

　　凝灰角礫岩は，デイサイトをはじめとする様々な岩種の角礫

　　（粒径は主に64mm以上）を含み，灰褐色から暗灰色を呈する。

　　デイサイト溶岩は，灰褐色から灰色を呈し，斑晶として単斜輝

　石，斜長石等を含む。

　　大畑層は，主として敷地の北部の地表付近から地表面下約100

　mに分布し，大間層及び易国間層を不整合に覆う。

3．2．4貫入岩

　　（Dデイサイト

　　　デイサイトは塊状で，暗灰色を呈し，斑晶として斜長石及び

　　単斜輝石を含む。敷地の北部では地表面下約100m～約280mの

　　間で大間層に貫入しており，西側の海域の一部では海底面下約

　　270m以深に分布が確認されている。これらの貫入面は，密着し
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　　ている。

　　　デイサイトの貫入は，大間層及び易国間層に変形を与えてい

　　　るものの，大畑層には変形を与えていないことから，貫入の時

　　期は新第三紀中新世と判断している。

　　（2）玄武岩

　　　玄武岩は，主として角礫状を呈し，灰黒色の角礫と暗緑灰色

　　又は赤褐色の基質とから成る。斑晶として斜長石及び単斜輝石

　　　を含む。玄武岩は，地表面下約280m以深に分布しているが，

　　ボーリングコアの観察から，大間層中のラミナを玄武岩が切っ

　　ていること，大間層には玄武岩からの熱による変質が見られる

　　　こと等から貫入岩であると判断している。

　　　また，カリウム・アルゴン法年代測定により，年代値として

　　約8Maが得られたことから，貫入の時期は新第三紀中新世と判

　　断している。

3．2．5第四系

　　敷地の第四系は，上部更新統の段丘堆積物，上部更新統から完

　新統のローム層並びに完新統の沖積層，古砂丘堆積物及び崖錐堆

　積物より構成される。

　　（1）段丘堆積物及びローム層

　　　段丘堆積物は，分布標高等により，M1面段丘堆積物，M2面

　　段丘堆積物及びM3面段丘堆積物に区分され，厚さは，M1面で

　　約1m～約2m，M2面で約1m～約3m及びM3面で約l　m～

　　約4mである。これらの段丘堆積物は，未固結ないし半固結の

　　中粒～粗粒砂，礫等から成り，未固結の茶褐色を呈する厚さ約

　　　1m～約3mのローム層及び褐黒色の腐植土層に覆われる。
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　　M1面段丘堆積物を覆うローム層中には，洞爺火山灰層（約9

万年前～約10万年前）が，M2面段丘堆積物を覆うローム層最

下部には洞爺火山灰層が，また，M3面段丘堆積物を覆うローム

層最下部には阿蘇4火山灰層（約7万年前）が認められる。なお，

MI面，M2面及びM3面の各段丘堆積物を覆うローム層の最上部

　には，銭亀女那川火山灰層（約5万年前）が認められる。

　M3面段丘堆積物を覆うローム層の一部は，段丘の海側の縁辺

部で黒褐色の古砂丘堆積物に覆われる。

　　これらの堆積物は，新第三系を不整合に覆って敷地全体に広

く分布する。

（2）沖積層

　沖積層は，シルト，砂及び礫から成り，海岸沿いの低地に分布

する。

（3）古砂丘堆積物

　古砂丘堆積物は，細粒～中粒砂から成り，M3段丘面の海側の

縁辺部に分布する。

（4）崖錐堆積物

　崖錐堆積物は，段丘堆積物，ローム層等に由来する二次堆積

物から成り，段丘崖又は段丘斜面の一部に分布する。

3．3　敷地の地質構造

　敷地の地質構造としては，新第三系中新統の大間層及び易国間層

が，全体に約5。～約10。の南傾斜をなし，敷地東部及び敷地西側

　の海域では，約10。の西傾斜をなす。

　敷地の北部では，デイサイトが地表面下約100m～約280mの
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大間層に，ほぼ水平に貫入し，上位の地層を押し上げた構造をなす。

このデイサイトはボーリング調査及び図一6に示す重力探査の結果

から，原子炉建屋の北方約800mの地点を中心に南北1km程度，

東西0．7km程度の拡がりを持って餅盤状に分布すると推定してい

る。また，敷地の西側の海域では，海底面下約270m以深にデイサ

イトの分布が認められる。

　新第三系鮮新統の大畑層は，主として敷地の北部で谷状の凹地を

埋めて分布する。

　原子炉建屋設置位置よりやや北側では，デイサイトの上部の縁辺

部から上方に向かって延びる数条の断層が分布する。これらの断層

は，南西方向に延び，敷地の西側の海域にも分布する。

3．4　地表弾性波探査結果

　　図一7に地表弾性波探査速度分布断面図を示す。

　地表弾性波探査結果をボーリング等の地質調査結果と比較して

判断すると，易国間層のP波速度はおおむね1．Okm／s

～3．O　k　m／sであり，大畑層のP波速度はおおむね0．8km／s～

2．1km／sである。

3．5原子炉施設設置位置付近の地質

　　原子炉建屋設置位置を中心とした，汀線方向約800m，汀線直交

方向約600mの範囲の地質水平断面図を図一8に，地質鉛直断面図

　を図一9及び図一10に示す。

　　また，燃料補助建屋についても，同様の汀線方向及び汀線直交

　方向に各々300mの範囲で作成された地質水平断面図を図一11に，
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　地質鉛直断面図を図一12及び図一13に示す。

3．5．1大間層

　　大間層は，原子炉建屋設置位置付近ではT．P．約一120m以深

　　に分布する。本層は，堆積岩と火山砕屑岩とから成り，前者はシ

　　ルト岩，後者は酸性凝灰岩，軽石凝灰岩，粗粒凝灰岩及び暗灰色

　　火山礫凝灰岩で構成される。本層の下部では酸性凝灰岩や軽石凝

　　灰岩の占める割合が多く，上部ではシルト岩が卓越する。

　　　シルト岩は，珪藻化石を多く含み，主に暗緑灰色を呈し，均質

　　である。大間層の下部のシルト岩には灰黒色を呈する硬質な部分

　　が多く，全般的に上部と比較して強く固結している。

　　酸性凝灰岩及び粗粒凝灰岩は，粒径2mm以下の粒子から成り，

　　前者は灰白色～青灰色，後者は暗灰色～灰色を呈する。

　　軽石凝灰岩及び暗灰色火山礫凝灰岩は，主として粒径2mm

　　～64mmで，前者は軽石礫，後者は安山岩等の火山礫から成る。

　　なお，大問層では全般に節理は少ない。

　　原子炉建屋設置位置の北側では，大畑層の直下に厚さ約1m～

　　約3mの淡褐色を呈する風化した部分が認められる。

3．5．2易国間層

　　易国間層は，原子炉建屋設置位置付近ではT．P．約10m～

　　約一120mに分布する。本層は，主として安山岩溶岩及び火山砕

　　屑岩から成る下部層と火山砕屑岩のみから成る上部層より構成

　　される。

　　易国間層下部層は安山岩溶岩と火山砕屑岩とが繰り返して堆積

　　しており，各々の安山岩溶岩の上位には火山砕屑岩が重なる。大

　　間層との境界付近の火山砕屑岩はシルト岩を挟む。
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　易国間層下部層の安山岩溶岩は，塊状の溶岩と角礫状の溶岩と

から成り，前者を安山岩溶岩（塊状），後者を安山岩溶岩（角礫

状）と呼ぶ。

　安山岩溶岩（塊状）は堅硬で，節理の方向及び間隔に規則性

が認められる部分と認められない部分とに分けられ，前者を規

則性節理部，後者を不規則性節理部と呼ぶ。

　易国問層下部層の火山砕屑岩は，暗灰色火山礫凝灰岩，粗粒凝

灰岩及び細粒凝灰岩から成る。暗灰色火山礫凝灰岩は，均質で節

理はほとんど認められず，粗粒凝灰岩と細粒凝灰岩の薄層を挟む

ことがある。暗灰色火山礫凝灰岩，粗粒凝灰岩及び細粒凝灰岩は，

厚さ数cm～数十cm単位の互層をなすことが多い。

　易国間層下部層の最下部付近の火山砕屑岩は，厚さが数十cm

～数m程度のシルト岩を挟む。これらのシルト岩は大間層上部の

シルト岩と同質である。また，最下部付近に分布する火山砕屑岩

や安山岩溶岩（角礫状）には，一部に固結度の低い部分が認めら

れる。

　易国間層上部層は，淡灰色火山礫凝灰岩，凝灰角礫岩等か

ら成る。

　淡灰色火山礫凝灰岩は，全体的に均質で塊状を呈し，礫径が数

cmの主として軽石または黒色の本質ないし類質の礫を多く含

む。本質礫の中には，礫径が数十cmのものが稀に認められる。

なお，試掘坑内の淡灰色火山礫凝灰岩には，筋状のやや細粒な固

結部（以下r筋状組織」という。〉が散見される。この筋状組織

は周辺の岩盤と同じ構成物から成り，その幅は最大約10c　mに

達するものもあるが，数mm～数cmのものが主体であり，そ
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　　の走向はNE－SW方向～N－S方向で，高角度の傾斜が卓越す

　　る。

　　　また，試掘坑内の淡灰色火山礫凝灰岩には，連続性の乏しい

　　亀裂（以下「割れ目ユという。）が局所的に分布する。割れ目

　　の走向はNE－SW方向～N－S方向で，傾斜はE又はW，その

　　角度は約450～gooが卓越する。割れ目は一部に開口を伴い，

　　開口した面には黒色のマンガン質付着物が認められることが

　　多い。

　　凝灰角礫岩は塊状を呈し，礫径が64mm以上の安山岩の類質

　　礫や異質礫を多く含み，多様な色調を呈している。

　　　なお，地表近傍の易国問層には，厚さ約3m～約10mの淡黄

　　灰色から淡黄褐色を呈する風化した部分が認められる。

3．5．3大畑層

　　大畑層は凝灰質礫岩から成り，主として原子炉建屋設置位置の

　　北側に分布し，西側の海域の一部にも分布が認められる。この凝

　　灰質礫岩は固結度が低く，風化により全体が褐色を帯びている。

3．5．4貫入岩

　　デイサイトは，塊状，堅硬，緻密で，様々な方向の節理を有す

　　る。大間層との境界部は密着している。

　　　玄武岩は主として角礫状を呈し，灰黒色の角礫と暗緑灰色又は

　　赤褐色の基質とから成る。

3．5．5第四系

　　原子炉施設設置位置付近に，新第三系の易国間層及び大畑層を

　　覆って，未固結ないし半固結の段丘堆積物，ローム層，沖積層，

　　古砂丘堆積物及び崖錐堆積物より構成される第四系が分布する。
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3．6　原子炉施設設置位置付近の地質構造

　　原子炉施設設置位置付近の地質構造の要素としては，断層及び

　シームがある。

3．6．1断層

　　原子炉施設設置位置付近の北側には，図略，図一8及び図一9に

　　示すように，8条の断層が認められ，見掛けの鉛直変位量の大小

　　により，主要な断層とその他の断層とに区分している。主要な断

　　層は，見掛けの鉛直変位量が10m以上のもので，F－a断層，

　　F－b断層及びF－c断層の3条の断層がある。その他の断層は，

　　見掛けの鉛直変位量が10m未満のもので，f－1断層，f－2断

　　層，f－3断層，f－4断層及びf－5断層の5条の断層がある。

　　断層の性状を表一3に示す。

　　　主要な断層は，原子炉建屋設置位置の北側から北西側の海域に

　　連続し，北側では，デイサイトの岩体上面の南側縁辺部から上方

　　に延び，デイサイトが貫入した層準より上位の大間層及び易国間

　　層を変位させているが，下位の大間層には変位を与えていない。

　　したがって，これらの断層はデイサイトの大間層への貫入に伴っ

　　て形成されたものと判断している。

　　　その他の断層は，主要な断層と同様に，デイサイトの岩体上面

　　の南側縁辺部に分布すること，走向がほぼ同じであること及び変

　　位のセンスも同じく南側落下であること並びに北西側の海域では

　　主要な断層に収れんすることから，主要な断層から派生する断層

　　と判断している。

　　（1〉F－a断層

　　　　F－a断層は，原子炉建屋設置位置の北側では，ほぼE－W
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方向の走向で，約400～約70Q　Sの傾斜をなす南側落下の正

断層であり，見掛けの鉛直変位量は約110mである。原子炉施

設設置位置付近の北西側の海域ではNE－SW方向～ENE

－WSW方向の走向で，約500～約700S　Eの傾斜をなし，

見掛けの鉛直変位量は約！0m～約20mである。

　断層の性状としては，断層面の両側の岩石が密着している

場合と破砕部が認められる場合とがある。破砕部は，主とし

て岩片から成り，一部に粘土を伴い，最大破砕幅は約70c　m

である。

（2）F－b断層

　F－b断層は，原子炉建屋設置位置の北側ではほぼE－W方

向の走向で，約800Sの傾斜をなす南側落下の正断層であり，

見掛けの鉛直変位量は約15mである。断層の性状としては，

主として岩片から成る破砕部が認められ，最大破砕幅は約6c　m

である。東方及び西方への延長については，F－a断層に収れ

んすると推定している。

（3）F－c断層

　F－c断層は，原子炉建屋設置位置の北側では，ほぼE－W

方向の走向で，約400～約800Sの傾斜をなす南側落下の正断

層であり，見掛けの鉛直変位量は約45mである。原子炉施設設

置位置付近の北西側の海域ではNNE－SSW方向～NE－SW方向

の走向で約70。S　Eの傾斜をなし，見掛けの鉛直変位量は約15

m～約30mである。

　断層の性状としては，断層面の両側の岩石が密着している場

合と破砕部が認められる場合とがある。破砕部は，主として岩
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片から成り，一部に粘土を伴い，最大破砕幅は約20c　mであ

る。

（4）その他の断層

　f－1断層，f－2断層，f－3断層，f－4断層及びf－5断

層は，ほぼE－W方向～ENE－WSW方向の走向で高角の

傾斜角を持ち，見掛けの最大鉛直変位量は約1m～約8mで

あり，変位は南側落下を示す。

　断層の性状としては，断層面の両側の岩石が密着している

場合と破砕部が認められる場合とがある。破砕部は，主とし

て岩片から成り，一部に粘土を伴い，最大破砕幅は34c　mで

ある。

　また，これらの断層のうちf－1断層，f－2断層，f－3断

層及びf－5断層は，F－c断層に収れんすると判断している。

（5）活動性

　ボーリング調査の結果，F－a断層，F－b断層及びF－c断

層は，図一9及び図一14に示すように，これらを覆う大畑層の基

底面に変位を与えていないと判断している。

　f－2断層は，図一15の補足調査坑地質スケッチに示すように，

易国間層を切っているが，その上位の大畑層に地層の乱れは認

められず，断層延長方向にある大畑層と易国間層の境界も密着

　していること等から，大畑層堆積以降の活動性はないものと判断

　している。

　また，f－3断層は，図一16のトレンチ地質展開図に示すよ

　うに，大畑層に不整合で覆われており，その基底面に変位を

与えていない。
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　　　以上のことから，F－a断層，F－b断層，F－c断層，f－2断層及

　　　びf－3断層には，大畑層の堆積より後の活動はないものと判

　　　断している。

　　　上述の断層以外のf－1断層，f－4断層及びf－5断層につ

　　　いても，主要な断層がデイサイトの貫入によって形成され，

　　　その他の断層は主要な断層から派生したものであることか

　　　ら，大畑層の堆積より後の活動はないものと判断している。

　　　なお，図一3に示すように，敷地には海岸段丘面としてM・面，

　　M2面及びM3面が分布するが，これらの段丘面にリニアメン

　　　トは認められない。また，図一17に示すように，主要な断層

　　及びその他の断層を覆うM3面段丘堆積物の基底面には，変

　　位・変形は認められない。

3，6．2シーム

　　易国間層中の細粒凝灰岩層には，いくつかの層準にシームが挟

　　まれるが，連続性が認められるシームは11枚（S－1～S－11〉

　　であり，大間層中の酸性凝灰岩層に挟まれる連続性の認められる

　　シームは1枚（S－Om）である。原子炉施設設置位置付近で連続

　　性が認められるシームの分布を図一8及び図一9に示す。易国間層

　　のシームのうち，補足調査坑におけるS－10の分布性状を図一18

　　に示す。この図に示すようにシームは，地質境界を横切って分布

　　することはない。

　　また，シームの性状を表叫に示す。易国間層の各シームの厚さ

　　の平均はL5c　m～3．8c　mで，黄褐色ないし暗灰色を呈する。

　　大間層のシーム（S－Om）の厚さの平均は4．4c　mで，灰色また

　　は暗灰色を呈する。
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　図一19に示す位置のシームから試料を採取し，X線分析を実

施した結果を表略に示す。いずれのシームも主として変質鉱物

のスメクタイト及び初生の鉱物である斜長石，石英等から成る。

　以上のことから，シームは分布や性状，構成物質がほぼ同じ

であり，類似の生成環境で形成されたものと推定している。

　原子炉建屋の基礎底面より下位に位置する大間層のシーム

（S－0醗）及び易国間層のシーム（S－1～S－！0）については，

これらを挟む酸性凝灰岩及び細粒凝灰岩が，図一8の地質水平断

面図及び図つの地質鉛直断面図に示すように，原子炉建屋設置

位置の北側から北西側にかけては，断層によって切られていると

判断される。さらに，補足調査坑で認められるシームS－8につ

いては，図畦5に示すように，卜2断層に切られている。した

がって，これらのシームには，断層形成時期より後の変位は生じ

ていないと判断している。

　また，易国間層のシームS－10については，M3面段丘堆積物

との関係をトレンチで直接，確認した。Ts－1のトレンチ地質展

開図を図一20に，Ts－2のトレンチ地質展開図を図一21に示す。

Ts－1のトレンチでは，シームのほぼ延長上のM3面段丘堆積

物中に不明瞭な不連続面と堆積構造の乱れ（以下「変状」とい

う。）が認められる。この変状は，当該段丘堆積物中にのみ認

められ，その上位のローム層には認められない。また，堆積構

造の乱れに累積的変化も認められない。

　一方，隣接するTs－2のトレンチでは，M3面段丘堆積物中に

変状は認められない。

　また，Ts－1及びTs－2のトレンチではM3面段丘堆積物の上
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位のローム層最下部付近には阿蘇4火山灰が認められ，ローム層

上部付近には銭亀女那川火山灰層が認められる。

　いずれのトレンチにおいても，M3面段丘堆積物を覆うローム

層中の火山灰層は，ローム層上面と調和的に分布し，乱れは認

められない。また，シームS－10より上位の淡灰色火山礫凝灰

岩は風化が進み，新鮮なものと比べて軟質になっている。

　以上のことから，変状は，構造性の原因によって形成されたも

のではないと考えており，阿蘇4火山灰が堆積した後には生じて

いないと判断している。

　最上位のシームS－11については，M2面段丘堆積物との関係

を敷地の法面で直接，確認した。法面の地質スケッチを図一22に

示す。シームS－11は，M2面段丘堆積物に覆われており，この

段丘堆積物の中には特に変状等は認められない。

3．7　地下水位調査結果

　　地下水位の調査結果は図一23に示すとおりである。
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4．岩盤分類

　申請者は，以下に示す考え方で岩盤分類を行っている。

　本地点の岩盤分類においては，原子炉建屋設置位置付近の岩盤が

火山砕屑岩を主体とすることから，社団法人日本電気協会「原子

力発電所耐震設計技術指針3（JEAG460H987）の軟質岩盤分類基

準案に示されている不均質軟岩（軟岩皿類）の岩盤分類の考え方

に基づき，岩種・岩相による区分を基本とし，さらに各岩種・岩

相ごとの細区分及びグルーピングを行っている。

　本地点の岩盤は，火山砕屑岩，堆積岩，溶岩及び貫入岩で構成さ

れる。易国間層は溶岩，火山砕屑岩及び堆積岩，大間層は堆積岩

及び火山砕屑岩，大畑層は堆積岩から成る。

　易国間層の溶岩は，安山岩溶岩（塊状）と安山岩溶岩（角礫状）

とに区分し，安山岩溶岩（塊状）は，安山岩溶岩（塊状・規則性

節理部）と安山岩溶岩（塊状・不規則性節理部）とに細区分して

いる。

　易国問層の火山砕屑岩は，細粒凝灰岩，粗粒凝灰岩，暗灰色火山

礫凝灰岩，淡灰色火山礫凝灰岩及び凝灰角礫岩に区分している。

易国間層の堆積岩はシルト岩に区分している。

　易国間層の暗灰色火山礫凝灰岩，粗粒凝灰岩及び安山岩溶岩（角

礫状）には，細粒分が乏しく固結度が低い部分があり，これらの

部分を一括して火山砕屑岩（クリンカー質部）としてグルーピン

グしている。

大間層の堆積岩はシルト岩に区分し，大間層の火山砕屑岩は酸性

凝灰岩，軽石凝灰岩及び暗灰色火山礫凝灰岩に区分している。
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　大問層の下部に分布するシルト岩は，大間層の上部や易国間層に

分布するシルト岩と比較して堅硬かつ緻密であり，シルト岩（硬

質部）として細区分している。

　大畑層の堆積岩は凝灰質礫岩に区分し，貫入岩はデイサイトと玄

武岩（角礫状）とに区分している。

　地表付近に分布する易国問層の火山砕屑岩は，風化によって基質

が軟質化し，新鮮な岩盤とは硬さが異なることから，独立した岩

盤区分とし，火山砕屑岩（風化部）としている。また安山岩溶岩

の風化部は，分布が小規模で，硬さも同程度のものであることか

ら，この火山砕屑岩（風化部）に含めて扱うこととしている。

　大畑層の凝灰質礫岩は全体に風化を受けており，堆積岩（風化部）

として区分している。また，この大畑層直下のごくわずかな範囲

の大間層のシルト岩と火山砕屑岩とには，風化を受けて軟質化し

た部分が認められ，これらを堆積岩（風化部）に含めて区分して

いる。

　以上のように，本地点の岩盤を，岩種・岩相による区分を基本と

し，風化，硬さ及び節理の発達状態も考慮して表略に示す17種類

に区分している。図一24（1）～（3）に原子炉施設設置位置付近の岩盤

分類図を，図一25（1）～（3）に燃料補助建屋付近の岩盤分類図を示す。
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表一1敷地の地質層序表（第三系）

地質

時代 地層名 主要岩相

第四紀 第四系 火山灰質粘性土，シルト，砂及び礫

～へ■＼〈の、〈姶ゾVへ〆Vゾ、吟誇ザ＼／＼、κ＼、〆へ、ハ へ～へ、／＼ハ／＼／へ、ハ、／へ々＼ハみ誇八へ！へへく／V＼．，へくくへ、へくへ■’鋸く，〈

鮮
新
世

大畑層
凝灰質礫岩
（一部に溶岩，火山砕屑岩を挟在）

植、 〉〔ゾ＼ハ押、厚〉へv（、／’鴇〈／（〉へ／＼ ＼／＼／》へ厚、〆＼〆へ〆＼オ、〆ゾのハ〈嬉＼／▽、の、∫▽＾～／『’ゾゾ＼ハ／￥ノ＼ノ〉〉騨の

火山砕屑岩

上部層

新
デ （淡灰色火山礫凝灰岩，凝灰角礫岩）

デ
易 イ

サ イ

国
イ

サ第

中
間

ト
貫
入
即

安山岩溶岩， イ
ト

三 層 石

新
下部層

火山砕屑岩（細粒凝灰岩，粗粒凝灰岩，

紀
世

暗灰色火山礫凝灰岩）及びシルト岩

並びにそれらの互層

玄 シルト岩及び
武 玄

大間層 岩
貫
火山砕屑岩（酸性凝灰岩，軽石凝灰岩， 武

入 出
石

出
石 粗粒凝灰岩，暗灰色火山礫凝灰岩）

整合 頑八へ　　▽不整合
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表一2敷地の地質層序表（第四系）

地質時代 地層名 構成物 火山灰（年代）

火

完
　
新
　
世

沖
積
層

古
砂
丘
堆
積
物

崖
錐
堆
積
物

シ
ル
ト
砂
礫

細
粒
～
中
粒
砂

山
灰
質
粘
性
土
～

口
i

砂 火
山
灰

ム
層

質
粘 銭亀女那川火山灰層
性 （約5万年前）
土 阿蘇4火山灰層

更
M3面 中粒～粗粒砂

～
砂

（約7万年前）

新 段丘堆積物 砂礫

世 洞爺火山灰層

後 M2面 中粒～粗粒砂
（約9～約10万年前）

段丘堆積物 砂礫
期

M1面 中粒～粗粒砂

段丘堆積物 砂礫
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表一3断層一覧表

断層名 走　向 傾　斜

最大

破砕幅
（cm）

見掛けの

鉛直変位量
　　（m）

変位のセンス

主
要
な
断
層

F－a N28。E～EW 41。～74。SE 70 9～110 正（南側落下）

F－b ほぼEW 80。S 6 15 正（南側落下）

F－c N19。～88。E 36。～79。SE 19 15～45 正（南側落下）

そ
の
他
の
断
層

f－1 N60。～70。E 45。S 密着 3．6 正（南側落下）

f－2 N80。～85。E 65。～83。N 34 2．0～8 逆（南側落下）

f－3 N60。E～78。W 58。～81。N 24 0．85～2．4 逆（南側落下）

f－4 N75。～86。E 78。～90。N 4 0．22～1．1 逆（南側落下）

f－5 ほぼEW 80。～85Q　S 密着 6 正（南側落下）
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表一4　シームー覧表

き

弱
勇
覇

き

シーム名 平均厚さ

　cm
色 構成粒子

Sヨ1 1．5 黄褐色～淡黄褐色 主に粘土～シルトサイズ

S－10 3．8 黄褐色～淡黄褐色 主に粘土～シルトサイズ

S－9 2．1 黄褐色～黄灰色 主に粘土～シルトサイズ

S－8 2．9 黄褐色～黄灰色 主に粘土～シルトサイズ，一部に岩片を含む

S－7 2．2 淡黄褐色～黄灰色 主に粘土～シルトサイズ，一部に岩片を含む

S－6 2．2 淡黄褐色～暗黄褐色 主に粘土～シルトサイズ，一部に岩片を含む

S－5 1．6 黄褐色～褐灰色 主に粘土～シルトサイズ，一部に岩片を含む

S－4 1．9 黄灰色 主に粘土～シルトサイズ，一部に岩片を含む

S－3 1．6 暗褐色～暗黄灰色 主に粘土～シルトサイズ

S－2 1．7 暗褐色～暗灰色 主に粘土～シルトサイズ

S－1 3．0 淡黄褐色～暗褐色 主に粘土～シルトサイズ，岩片を含むものが多い

S－Om 4．4 灰色～暗灰色 主に粘土～シルトサイズ，一部に岩片を含む
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表一5　X線分析結果一覧表

　鉱物　名

シーム名

石
英

斜
長
石

ス
メ
ク
タ
イ
ト

イ
ラ
イ
ト

緑
泥
石

黄
鉄
鉱

沸
石
鱗
珪
石

S－11（ボーリング） ○ ○ ○

S－m（補足調査坑） ○ ○ ○ ○

S－9（ボーリング） ○ ○ ○ 十

S－8（補足調査坑） ○ ○ ○ ○

S－8（ホ㌧リング） ○ ○ ○ ○

S－7（補足調査坑） ○ ○ ○ 十 十

S－7（ホ㌧リンゲ） O ○ O ○

S－6（ボーリング） ○ ○ ○

S－5（ボーリング） ○ ○ ○ 十

S－4（ホ㌧リング） ○ O ○ 十

S－3（ポーリング） ○ O ○ 十

S－2（ホ㌧リンゲ） O ○ ○ 十 ○

S－1（ボーリング） O ○ ○ 十 ○ ○

S－Om（ホ㌧リング） ○ ○ ○ 十 十 ○ 十 十

○存在

＋微量
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表一6岩盤区分

岩盤区分 記号

火
山
砕
屑
岩

細粒凝灰岩 代f

粗粒凝灰岩 ctf

淡灰色火山礫凝灰岩 競tf

暗灰色火山礫凝灰岩 d身ぜ

凝灰角礫岩 tb

酸性凝灰岩 atf

軽石凝灰岩 ptf

火山砕屑岩（クリンカー質部） py（C）

火山砕屑岩（風化部） py（W）

堆
積
岩

シルト岩 st

シルト岩（硬質部） st（H）

堆積岩（風化部） sd（W）

溶
岩
・
貫
入
岩

安山岩溶岩（塊状・規則性節理部） m£v（R）

安山岩溶岩（塊状・不規則性節理部） m身V（1）

安山岩溶岩（角礫状） b皇v

デイサイト d＆

玄武岩（角礫状） ba
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凡　例

皿人工地形（切土・盛土）

□低
團崖

地

錐

匡ヨ台地上浅谷面

國古砂丘
■駈崖又は駈斜面

圃既面（踊）

翻　　　　段丘面（M2面）
囲既面（M面

、！　地形面境界

　　／
　　　　敷地境界／

500m

敷地の地形面区分図
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（本地質図は、地表付近のローム層等を除いて表現した）
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トレンチ地質展開図（Tf－1トレンチ）
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